











（ 続紙 １ ）                             










おいても転移因子の一種である Miniature inverted repeat transposable elements 
(MITEs) の遺伝子領域への挿入が転写産物に AS や APA を提供する例が多数報告されて
いる。しかし、これらの MITEs は既に転移活性を喪失してから年月を経て多くの塩基置
換や再配列を含んでいるため、MITEs の挿入時点での転写産物への影響は未解明であっ





出穂期遺伝子 Hd1 の第２イントロンに mPing 挿入がある場合、原品種と同じ構造をもつ
転写産物には mPing配列は含まれなかったが、ASによって生じた転写産物にはイントロ













(Pre-mature termination codon)となり得る配列がプラス鎖に 23 個、マイナス鎖に 17
個確認できる。mPing内部で PTCとともに APAが誘導された場合、PTCは末尾のエクソン
に生じることになり、Nonsense mediated decay (NMD)による分解を免れる。さらに、Hd1
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個体共通のものが 90個、３個体それぞれに特異的な挿入が 26個、17個および 27個同定
された。つぎに、同じ３個体の第３葉から抽出した RNAを用いて RNAseq解析を行った結
果、共通して mPing挿入が見出された 90個の遺伝子に関して、転写産物が検出された 83
個中 21個で mPing挿入に起因する ASもしくは APAが確認できた。これに対して、個体
特異的な mPing 挿入を有する合計 71 個の遺伝子に関しては、転写産物が確認できた 66
個中 19個で mPing挿入に起因する ASもしくは APAが確認できた。さらに、ASもしくは
APAが確認された 40個の遺伝子中 28個はイントロンに mPing挿入があり、正常型転写産
物のほうが mPing 挿入によって生じた転写産物よりも発現量が多い傾向が認められた。
以上のことから、銀坊主ゲノムにおいて遺伝子内への mPing 挿入の直接的な効果により
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